
令 和 ３ 年 度 八 万 南 小 学 校 総 括 評 価 表
自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と

重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 数 と 活 動 計 画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策
評 価 指 数 評価指数の達成度 総 合 評 定 ・タブレット等を活用してくれてい ・各教科，データベース

１ 確かな学びとなる ①子どもが，学ぶ楽しさやわかる （評定） るのでありがたい。不具合が出 化することを見据えて，
授業づくり 喜びを実感し，主体的に学習に ①自己評価「効果的な資料のデータベース化を行 ①自己評価「効果的な資料のデータベース化を行 たり、持ち帰りの大変さもあった 教材や資料のデータ化を

取り組むことができる態度を育 い，全職員で共有をしている。」８０％以上 い，全職員で共有をしている。」８０．３％ りで、活用に難しい面もあると思 行い，フォルダの整理を
・「学ぶ習慣づくり」 成する。 うが、今後も、授業等で有効に活 していく必要がある。
の育成 （主体的・対話的に学ぶことがで 用し、子どもたちの学力向上と学 ・タブレットを活用した

きる指導方法の工夫） ②自己評価「チャイム着席・授業のチャイムスタ ②自己評価「チャイム着席・授業のチャイムスタ 習への意欲につなげてほしい。 指導法の研修を行い，効
・学力向上に向けた ートを徹底している。」９０％以上 ートを徹底している。」１００％ （所見） ・読書について、評価指数の達 果的な資料のデータベー
取り組み ②「黙って最後まで聞く」等，学 児童アンケート「あなたは，ちゃいむが なっ 児童アンケート「あなたは，ちゃいむが なっ ・①については， 成度（児童アンケート）は悪くな ス化を行う。

習規律のさらなる徹底を図る。 たら せきに ついている。」「わたしは，チャ たら せきに ついている。」「わたしは，チャ 進めていくことが いと思う。やはり今の時代なの ・チャイム着席と併せて，
・読書活動，保護者 イム着席をしている。」８５％以上 イム着席をしている。」９３．５％ できているので， で、漫画やゲーム等に片寄って 学習の準備の指導を行い，
による読み聞かせ ③家庭学習（家庭との連携）など さらに徹底できる いるのではないか。どんな本でも 学習規律を徹底させる。
を継続 も含めた「学ぶ習慣づくり」を ようにする。 まず読む習慣を付けることが大 ・家庭学習の手引きの内

定着させる。 ③自己評価「毎日の宿題や自主学習をチェックし， ③自己評価「毎日の宿題や自主学習をチェックし， ・②については， 事だと考える。学校であれば、学 容を見直して活用する。
最後まで確認している。」９０％以上 最後まで確認している。」９６．２％ チャイム着席や授 級文庫を充実させることで、子ど ・家庭学習の調査を行い，

④タブレット等を効果的に活用 児童アンケート「あなたは，しゅくだいを き 児童アンケート「あなたは，しゅくだいを き 業スタートは概ね もたちが本を身近に感じること 啓発する。
し，子どもの興味・関心を高め， ちんと している。」「わたしは，家庭学習をき ちんと している。」「わたしは，家庭学習をき できているが，学 ができ、効果があるのではない ・教師の指導方法の工夫
学力向上につなげる。 ちんとしている。」８５％以上 ちんとしている。」９０．１％ 習の準備はできて だろうか。 のために，自己研鑽に努

いない児童もい める。（研修・自主的な授
⑤読書活動等を通して，感性を磨 た。 業参観等）
き，読解力・表現力・創造力を ・③については， ・学習の節目ごとに，振
高める。 ④自己評価「個人学習やグループ学習の場を意図 ④自己評価「個人学習やグループ学習の場を意図 家庭学習や宿題に り返りの場を設定すると

的に設定する等，指導方法の工夫を行ってい 的に設定する等，指導方法の工夫を行ってい ついて，概ねでき ともに，児童の学習の理
る。」９０％以上 る。」９６．２％ ているが，より工 解度を把握する。
児童アンケートにおいて「あなたは，べんきょ 児童アンケートにおいて「あなたは，べんきょ 夫や啓発が必要で ・「おすすめの本のリス
うが よく わかっている。」「わたしは，授業 うが よく わかっている。」「わたしは，授業 ある。 ト」を提示し，読書への
をよく理解している。」８５％以上 をよく理解している。」８３．９％ ・④については， 意欲づけをする。

個人学習やグルー ・図書室の蔵書の刷新を
プ学習の場は設定 図ったり，本の配架の仕

⑤自己評価「読書活動の時間を確保し，読み聞か ⑤自己評価「読書活動の時間を確保し，読み聞か しているが，児童 方を工夫し，魅力ある図
せを充実させている。」８０％以上 せを充実させている。」７６．０％ の授業理解に十分 書室を目指す。
児童アンケート「あなたは，ほんを よくよん 児童アンケート「あなたは，ほんを よくよん につながっていな
でいる。」「わたしは，本をよく読んでいる。」 でいる。」「わたしは，本をよく読んでいる。」 い。また，児童の
７０％以上 ６３．５％ 学力差によって，

個別に対応する難
しさがある。

活 動 計 画 活動計画の実施状況 ・⑤については，
読書時間を確保で

①各授業における主体的・対話的な「めあて」等 ①毎時間「めあて」の提示を行い，児童にとって きたが，読書に抵
の提示と発問の工夫。 分かりやすい発問の工夫を心がけた。 抗がある児童へ働

きかけが必要であ
②チャイム着席と授業のチャイムスタート。 ②全体的に毎日の積み重ねによって定着してきて る。

いる。特に，低学年はテレビ画面のタイマーを活
用し，視覚化をすることが効果的であった。

③家庭学習の手引きを作成し，活用を推進する。 ③家庭学習の手引きの活用については，見直しが
必要であるが，自主学習ノートの働きかけを工夫
することで自主的な学習意欲が高まってきてい
る。（上手なノートの掲示や文例の提示等）

④各学年における学習課題の精選と効果的な指導 ④授業事例やワークシート等をフォルダに入れて
法のデータベース化。 情報の共有化を図った。

⑤読書活動や読み聞かせの実施。 ⑤毎週水曜日の朝の活動で，全校読書の時間を設
定し，読書時間を確保した。また，低学年では教
師による読み聞かせの充実を図ったり，高学年は
委員会を中心に，読み聞かせ活動や「読書まつり」
の実施をしたりして，全校児童に読書啓発を行っ
た。

評 価 指 標 評価指数の達成度 （評定）
２ 思いやりの心の育 ①「自信や誇り」をもてるように ・保護者アンケート「学校でのお ・本年度、うまくいった
成（人権教育・道徳 する。存在感を実感させる。） ①自己評価「個々の子どものがんばりを見つけ， ①自己評価「個々の子どものがんばりを見つけ， 子さんの様子を知っている」が6 取り組みについては，来
教育の推進） ほめている。」９０％以上 ほめている。」９６．２％ 8.4％と低評価である。参観日 年度も継続していきたい。

②褒められる場面を家庭の中でも 児童アンケート「せんせいは，がんばったとき 児童アンケート「せんせいは，がんばったとき がほとんどできなかったことも大 ・４月５月の学級開きの
多くできるように保護者へ啓発 に ほめてくれる。」「先生は，努力を認めてく に ほめてくれる。」「先生は，努力を認めてく （所見） きな要因の１つではあるが、保護 時に基本的なことの指導
する。 れる。」８５％以上 れる。」９０．８％ ・①については， 者の方のとらえ方にも個人差が を徹底する必要がある。

さらに児童理解を あるのではないか。 研修をもったり，自主的
進める。 に先輩の先生に学んだり

Ｂ

Ｂ



・人権に関わる身近 ③一人一人の子どもたちが，しっ ②自己評価「学級の子どもの成長やがんばりの様 ②自己評価「学級の子どもの成長やがんばりの様 ・②については， ・あいさつはしない子どもは全く できる環境を整えていき
な話題や問題を重 かりと自己実現できる集団作り 子を保護者へ伝えている。（学級通信，連絡帳， 子を保護者へ伝えている。（学年通信，連絡帳， 連絡帳や電話連絡 しない。声を聞いたこともない子 たい。
視し，自分の問題 「仲間づくり」を継続的に行う。 家庭訪問等）」９０％以上 家庭訪問等）」９２．３％ 等をした際には， どももいるが、以前に比べたらす ・挨拶やお礼の言葉の指
として取り組む教 保護者アンケート「学校でのお子さんの様子を 保護者アンケート「学校でのお子さんの様子を その子のがんばり るようにはなってきている。なかな 導は，低学年のうちに定
職員・児童 ④「人の話を大切に聴き，人に寄 知っている。」８５％以上 知っている。」６８．４％ や良さを伝えるよ か定着しないが、今後も、学校で 着させたことが現在生き

り添い，声をかけることができ うに心がけたが， も徹底して指導を続けていっても ているので，続けていく。
・自尊感情・自己肯 る。」「常に人へ「ありがとう」 ③児童アンケート「わたしには何でも話したり相 ③児童アンケート「わたしには何でも話したり相 参観日が減り，学 らうしか方法はないように思う。 ・学級や学年の取り組み
定感の育成 という感謝の気持ちを伝える。」 談したりできる友だちがいる」８０％以上 談したりできる友だちがいる」 ９１．５％ 校の様子を見る機 さらに私達大人がお手本となっ を伝える機会が少なかっ

「人の長所に目が向けられる。」 会が少なかったこ て、しっかりと子どもに示してい たように思うので，学年
・「I」（自尊感情）を 児童を育成する。 とが残念だった。 かなければならないのではない だより等で改善を図りた
伸ばし，「We」(仲 ④-1自己評価「人の話を聞くことを徹底してい ④-1自己評価「人の話を聞くことを徹底してい また，子どもに学 だろうか。 い。
間作り)を広げる人 ⑤「仲間づくり」を重視し，「あ る。」９０％以上 る。」 ８８．５％ 校での様子を伝え ・委員会活動や学級の係
権感覚の育成 いさつ」「清掃活動」「言葉遣い」 児童アンケート「あなたは，ともだちや せ 児童アンケート「あなたは，ともだちや せ させるために，家 活動等、やりがいのある

「人の話を聞く」等「環境」の んせいの はなしを きいている。」「わたし んせいの はなしを きいている。」「わたし 庭での会話をすす 取り組みを増やし，責任
向上に取り組む。 は，人の話を大切に聞いている。」 は，人の話を大切に聞いている。」 める。 感をもたせて，自尊感情

８５％以上 ９１．８％ ・③④について を高めていきたい。
は，学年集会で大

④-2自己評価「学級の子どもは，困ったことなど， ④-2自己評価「学級の子どもは，困ったことなど， 事な話や交流会を
子ども同士でよく話し合える。」８０％以上 子ども同士でよく話し合える。」 積極的に行い、ま

８８．５％ たブロック人権が
あったこともあ

④-3自己評価「思いやりのある生活の大切さを伝 ④-3自己評価「思いやりのある生活の大切さを伝 り，仲間作りや児
えている。」９０％以上 えている。」 １００％ 童の相互理解が深
児童アンケート「あなたは，ともだちの よ 児童アンケート「あなたは，ともだちの よ まった。
いところを みつけることができる。」「わた いところを みつけることができる。」「わた ・⑤については，
しには，がんばったことをみとめてくれる友 しには，がんばったことをみとめてくれる友 挨拶をする児童は
だちがいる。」８５％以上 だちがいる。」８８．５％ 増えたが，誰に対

しても挨拶しやす
⑤ｰ1自己評価「教師自らが，すすんであいさつを ⑤ｰ1自己評価「教師自らが，すすんであいさつを い環境をどうつく

している。」９０％以上 している。」９６．２％ っていけばいい
児童アンケート「あなたは，じぶんから あ 児童アンケート「あなたは，じぶんから あ か，考える必要が
いさつをしている。」「わたしは，心が通うあ いさつをしている。」「わたしは，心が通うあ ある。また，教室
いさつをしている。」８５％以上 いさつをしている。」８４．１％ の整理整頓は不十

分な学級もあった
ので，来年度の課

⑤ｰ2自己評価「教師自らが，教室の整理整頓に気 ⑤ｰ2自己評価「教師自らが，教室の整理整頓に気 題となる。言葉遣
を配り，教室環境の整備に努めている。」 を配り，教室環境の整備に努めている。」 いは，教師が率先
９０％以上 ８８．５％ して取り組めた。
児童アンケート「あなたは，ねっしんに そ 児童アンケート「あなたは，ねっしんに そ
うじをしている。」「わたしは，学校を美しく うじをしている。」「わたしは，学校を美しく
するために，そうじをしている。」 するために，そうじをしている。」
８５％以上 ８９．４％

⑤ｰ3自己評価「教師自らが，時と場に合った言葉 ⑤ｰ3自己評価「教師自らが，時と場に合った言葉
づかいをしている。」９０％以上 づかいをしている。」９２．３％
児童アンケート「あなたは，よいことばづか 児童アンケート「あなたは，よいことばづか
いを している。」「わたしは，時と場に合っ いを している。」「わたしは，時と場に合っ
た言葉づかいをしている。」８５％以上 た言葉づかいをしている。」８８．３％

活 動 計 画 活動計画の実施状況

①集団の中で「任せ，褒め，認め」るようにする。 ①毎日，帰りの会等で,友だちの「よさ」を伝え
帰りの会で，低学年は「ほめシャワー」を，中 合うことを続け相互理解に努めた結果，たくさ
・高学年は「良いところさがし」をする。 んの友だちの良いところに目を向けられるよう

になってきた。

②子どものノートや日記、作品等に個別のコメン ②連絡帳や電話連絡等をした際には，その子のが
トを書くようにする。 んばりや良さを伝えるように心がけた。また，

大きな行事の活動を通して感じた成長につい
て，教師が作文帳に必ず児童が前向きに頑張れ
るようなコメントを書いた。

③生活チェックシートを行い，日々の生活の中で， ③自他を大切にできる児童の育成を意識しなが
自他を大切にできる児童の育成を図る。 ら,仲間作りができるようにしていた。また,学

年に応じて,仲間づくりについての「めあて」
もち，「なりたい自分」をめざした目標を設定
し行動した。

④教師自らが行ってみせたり，仕方を工夫して教 ④友だちの話をよく聞き,子どもたち同士で話し
えたりする。 合いができるような場を意識的に設定した。ま

た，教師自身が感謝の気持ちを伝えたり,子ど
もの話は耳を傾けて聞いたりするように心がけ
た。



⑤教師自らが行ってみせたり，仕方を工夫して教 ⑤あいさつ」や「言葉づかい」については重点的
えたりする。 に指導した。また，教師自らが整理整頓を心が

け，教室の環境を整えた。

評 価 指 標 評価指数の達成度 （評定）
３健やかな心と体の育 ①運動に親しむとともに健康の保 ・「早寝・早起き・朝ご飯」につい ・今後も，「わたしたちの
成（基本的生活習慣 持推進と体力の向上を目指し， ①自己評価「体育の授業を充実させている。」 ①自己評価「体育の授業を充実させている。」 て、低評価になっている要因とし 体育」を活用し，すべて
の確立と豊かな体験 楽しく明るい生活を営む態度を ９０％以上 ９２．０％ て、保護者の仕事の都合や習い の児童が楽しむことので
活動の推進） 養う。 児童アンケート「たいいくの じゅぎょうは 児童アンケート「たいいくの じゅぎょうは 事の送迎等で、昔のように夜の きる授業を実践していく。

たのしい。」「体育の授業は楽しい。」 たのしい。」「体育の授業は楽しい。」 （所見） 時間がゆっくりとれない状況が コロナ禍における密を避
・運動や外遊びをと ②「早寝・早起き・朝ごはん」の ８０％以上 ９３．０％ ・①の自己評価の どこの家庭にもあるのではない けるための授業実践につ
おして体力の向上， 徹底，生活習慣の育成を図る。 低下については， だろうか。そのために、就寝時刻 いては，研修等を行った
運動習慣の確立 ②-1自己評価「早寝・早起き」をするように啓発 ②-1自己評価「早寝・早起き」をするように啓発 コロナ禍におい が遅くなったり睡眠時間が十分 り，それぞれのアイディ

③望ましい勤労観，職業観を身に をしている。９０％以上 をしている。７３．１％ て，普通通りの授 とれなかったりする現状がある。 ア等を共有できるフォル
・運動のおもしろさ 付け，主体的に進路を選択・決 児童アンケート「あなたは，はやね はやお 児童アンケート「あなたは，はやね はやお 業を実施するのが 最近は朝食を摂らない大人も増 ダを作成したりして，引
を感じる体育授業 定し，自立していくための素地 きを している。」「わたしは，早寝・早起き きを している。」「わたしは，早寝・早起き 困難であったこと えてきている。小学生に関して き出しを増やしていく。
の工夫 づくりを行う。 をしている。」７５％以上 をしている。」６９．７％ が考えられる。し は、すべて家庭の状況が反映さ ・コロナ禍の影響もあり、

かし、児童のパー れるので、基本的な生活習慣に 活動が制限され十分な活
・家庭と連携した「食 ④よりよい仲間作りを通して，集 ②-2自己評価「朝ご飯」を食べるように啓発をし ②-2自己評価「朝ご飯」を食べるように啓発をし センテージはあが ついては、家庭への啓発を引き 動ができないが，その中
育」を推進 団の一員としての自覚や社会性 ている。９０％以上 ている。７６．９％ っており，教師が 続きしっかりと行ってほしい。 でも，できる活動や方法

を育成する。 児童アンケート「あなたは，あさごはんを 児童アンケート「あなたは，あさごはんを 活動の計画を意識 を考え，実施していきた
・ふるさとを愛し， たべている。」「わたしは，朝ごはんを食べて たべている。」「わたしは，朝ごはんを食べて して，授業に取り い。また，家庭への啓発
郷土を担う人材を いる。」８０％以上 いる。」９３．３％ 組んだ結果だと考 をさらに行っていきたい。
育成 える。 ・教師が意識的に場の設

③-1自己評価「発達段階に応じて，身の回りのこ ③-1自己評価「発達段階に応じて，身の回りのこ ・②については， 定および児童への働きか
・仲間と協力するこ とが自分で出来るような場を設定している。」 とが自分で出来るような場を設定している。」 学年だよりなど けを行い，家庭への啓発
との大切さや汗を ９０％以上 ９６．２％ で，数行書くこと も行うようにしたい。
流して働くことの 児童アンケート「あなたは，おてつだいを 児童アンケート「あなたは，おてつだいを や保健のワークを
すばらしさを学び， よく している。」「わたしは，自分のことを よく している。」「わたしは，自分のことを うまく活用してい
最後までやり遂げ 自分でしている。」８０％以上 自分でしている。」８３．６％ くことで，「体の
る充実感や達成感 大切さ」を伝えて
を体感。 いきたい。

③-2自己評価「当番や係の仕事等を行う場を設定 ③-2自己評価「当番や係の仕事等を行う場を設定 ・②-2については
している。」９０％以上 している。」９６．２％ 「朝ごはん」に関
児童アンケート「あなたは，かかりのしごと 児童アンケート「あなたは，かかりのしごと した教材が少なか
や きゅうしょくとうばんを きちんと し や きゅうしょくとうばんを きちんと し ったため自己評価
ている。」「わたしは，学校をよくするために， ている。」「わたしは，学校をよくするために， が低かったのでは
自分からすすんで働いている。」８０％以上 自分からすすんで働いている。」８２．７％ ないかと考える。

１年を通じて指導
を行えるよう食育

④自己評価「自分たちの生活を自分たちでよりよ ④自己評価「自分たちの生活を自分たちでよりよ 動画教材や食育タ
くするように伝えている。」９０％以上 くするように伝えている。」１００％ イムなどを定期的
児童アンケート「あなたは，こまっている と に活用していき，
もだちが いたら たすけている。」「わたしは， 児童アンケート「あなたは，こまっている と 児童のパーセンテ
周りの人のために，自分が出来ることを考え， もだちが いたら たすけている。」「わたしは， ージの上昇につな
行動することが出来る。」８０％以上 周りの人のために，自分が出来ることを考え， げていきたい。

行動することが出来る。」８０．８％ ・③については，
評価指標は上回っ
ているものの，前

活 動 計 画 活動計画の実施状況 年度より自己評価
が下がっていたた

①運動が苦手な児童，そして，すべての児童が体 ①「わたしたちの体育」を活用し，場の設定の工 め，それに伴い児
育の授業を楽しむことができるよう，場の設定 夫を行ったり，ルールの工夫に取り組んだりす 童のアンケートで
の工夫やルールの工夫に取り組む。 ることができた。（体育主任） も下がっているこ

とが分かる。
②「早寝・早起き・朝ごはん」を児童のみならず， ②早寝早起きができていない児童がいるので，指 ・④については，
保護者に対しても，お便りやホームページ，試 導している。コロナ禍のため，試食会はできな 当番や係の仕事を
食会などを活用し，啓発していく。 かったが，栄養教諭作成のパワーポイントを視 熱心に行う児童が

聴し，啓発を行った。また，学年便り等で保護 多いが，自ら進ん
者への啓発も行った。 で取り組めるよう

に工夫が必要だと
③キャリアパスポートの活用を見据え，自らの力 ③低学年では，仕事が楽しい発達段階にあるので， 感じた。
で生き方を選択していくことができるよう必要 しっかりほめたり，他の人や学校のためになっ
な能力や態度を身に付けさせる。 ていることを伝えたりして，働くことのよさを

実感できるようにした。中学年では，キャリア
パスポートを確認し，「なりたい自分」を想像
させた。高学年では，各教科の学習の中で，自
分を見つめ生き方を考えることのできる工夫を
したり，児童自らが考え行動できる場を設定し
たりした。

④ボランティア活動，地域活動等に継続して参加 ④コロナの感染拡大防止のため，十分な活動がで
する機会を作る。 きなかった。その中で，文化の森公園の花の苗

植えに参加させてもらったり，校内で朝の清掃
活動に取り組んだりした。

Ｂ



評 価 指 標 評価指数の達成度 （評定） ・たくさんの子どもたちが、これだ
４特別支援教育の充実 ①子どもたちが学校で仲間ととも けの高評価をしているということ ・チェックシートなどの

に生き生きと楽しく学べるよう ①ｰ1自己評価「特別な配慮が必要な子を含め，ど ①ｰ1自己評価「特別な配慮が必要な子を含め，ど はすばらしい。学校と家庭との連 活用法の研修を早い時期
・子どもたちの長所 に支援する。 の子どもにも，活躍の場を設定している。」 の子どもにも，活躍の場を設定している。」 携についても、仕事等で忙しい に行い，スキルを上げつ
の伸長 ９０％以上 ９６．２％ 保護者の方も多いので、連絡が つ，学校全体で共有する

②特別支援学級と交流学級との連 児童アンケート「がっこうは たのしい。」 児童アンケート「がっこうは たのしい。」 （所見） とれない場合もよくあるのではな 必要がある。
・児童理解の推進 携を密にして子どもの居場所を 「学校は楽しい」８０％以上 「学校は楽しい」 いか。これからも子どもたちが楽

確保する。 ８７．０％ ・①については， しく学校に登校できるよう、引き ・行事や体験的活動を増
・教職員の研修 児童の興味関心を 続き温かい支援をお願いした やし，どの子も活躍でき

③特別支援教育コーディネーター ①ｰ2自己評価「個人学習やグループ学習の場を意 ①ｰ2自己評価「個人学習やグループ学習の場を意 引き出す教材や教 い。 る場を設定する。
・保護者への啓発， を中心に校内体制の整備をすす 図的に設定する等，指導方法の工夫を行って 図的に設定する等，指導方法の工夫を行って 具を工夫し，全体

める いる。」９０％以上 いる。」１００％ 学習と個別指導の ・タブレットを活用する
児童アンケート「べんょうが わからないと 児童アンケート「べんょうが わからないと バランスを考慮 等，個人学習やグループ

④特別支援教育コーディネーター きに，せんせいは おしえてくれる。」「先生 きに，せんせいは おしえてくれる。」「先生 し，各自のニーズ 学習の場を設定し，指導
を中心に保護者に啓発する。 は，勉強の分からないところを，分かりやす は，勉強の分からないところを，分かりやす に合わせた課題を 方法を工夫する。

く教えてくれる。」８０％以上 く教えてくれる。」９１．４％ 設定し指導した。
またT.T指導で担 ・特別支援学級と交流学

②自己評価「特別支援学級と交流学級の担任がお ②自己評価「特別支援学級と交流学級の担任がお 任以外の教員と学 級の担任間で連携を密に
互いの教室に足繁く通い，担任間で連携をとっ 互いの教室に足繁く通い，担任間で連携をとっ 習する時間を増や する。学年会に特別支援
ている。」９０％以上 ている。」７６．９％ した。楽しいと感 学級担任が参加し，情報
児童アンケート「あなたは，せんせいに たい 児童アンケート「あなたは，せんせいに たい じている児童も多 交換する。家庭との連携
せつに されている。」「先生は，自分やみんな せつに されている。」「先生は，自分やみんな いが，思わない児 を深め，信頼関係を築く。
をクラスの一員として，大切にしてくれる。」 をクラスの一員として，大切にしてくれる。」 童もおり，配慮が
８０％以上 ９５．０％ 必要。教師の授業 ・道徳や体育では，異学

の工夫はよく見ら 年の児童が協力し合いな
③自己評価「チェックシートや児童観察により支 ③自己評価「チェックシートや児童観察により支 れる。 がら，学習に取り組むこ
援の必要な子をケース会や教育相談等につない 援の必要な子をケース会や教育相談等につない とができた。毎時間の振
でいる。」９０％以上 でいる。」８４．０％ ・②については， り返りでは，良かった点

児童との信頼関係 を中心に一人一人の努力
④自己評価「特別な支援を必要とする子の家庭と日 ④自己評価「特別な支援を必要とする子の家庭と日 が築けている学級 を評価し，やる気を持た
常的に連絡をとっている。」９０％以上 常的に連絡をとっている。」７６．０％ が多く，交流学級 せながら，指導を進める。

と支援学級の担任
同士で情報交換 ・毎日放課後に特別支援

活 動 計 画 活動計画の実施状況 し，連携できたと 学級担任が会議の場をも
ころもあるが，十 ち，指導に関する振り返

①一人一人に合った学習内容や活動方法をうまく ①座席を配慮し，学習や活動に困っている児童に 分にできない学年 りと翌日の指導について
組み合わせる は，迅速な対応ができるようにしている。 もあった。連携の 詳細に打ち合わせをして

支援を要する児童への手立てを工夫し，個別指 方法を工夫し，児 きた。しかし，児童の状
導をしている。授業中は実践できた，放課後の 童の様子を伝え合 況によっては十分に対応
個別指導は下校時刻の制限等の問題があり難し うとよい。 できないことも多かった。
かった。 支援を必要とす
個々の課題や特性に合わせて無理なく取り組め る児童の保護者と ・現状では指導者数の不
る教材を用意し，継続して学習できるようにし も定期的に連携す 足で時間割の変更や教室
た。 ることが効果的で の変更が常態化しており，

ある。研修等でも 落ち着いた学習環境が確
②日頃からお互いの学級に出向き，日々の授業で ②互いの学級に出向くことは少ないが，細かく情 共通理解する。 保できない面もあった。
連携を深める。 報交換を行うようにした。 アンケート結果 次年度は教室の環境整備

朝の活動時に交流学級へ行き，友達や先生と挨 では，児童の意識 とともに，指導者の確保
拶を交わすことで，連帯意識を持たせるように は高い。引き続き を強く求める必要がある。
した。 場の設定や指導方

法を工夫したい。 ・家庭との連絡では，わ
③チェックシートや児童観察により支援の必要な ③日々の児童観察や保護者からの要望で，ケース たしのくらし等を活用し，
児童をケース会議や教育相談につなげる。 会議を開いたり，教育相談を行ったりした。必 ・③については， 児童の成長の様子や支援

要に応じて随時連携し，情報共有を行った。 児童観察、児童理 内容について保護者との
交流学級で学習している支援学級児童の様子に 解が不十分な場合 連携をさらに深める。
ついて，各担任や専科担当者から伝えてもらい， もある。
早期の課題解決を図るとともに，良かった点を 学校が楽しいと
具体的に示して褒めるようにした。 思える児童が増え

ており，教師が一
人一人に対応し，

④コーディネーター便りや学年便り等でいろいろな情 ④保護者から相談があった際，役立つ情報を伝える 活躍できる場を設
報や相談の場を保護者に知らせる。 ことができた。個人懇談でも保護者に知らせた。 定していることが

特別支援学級でも関係諸機関からの情報や案内 効果をもたらして
を適宜伝えるとともに，必要に応じた情報を収集し いる。
て，保護者に提供することができた。

・④については，
日常的に連絡を取
り，保護者との信
頼関係を築く必要
がある。

「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：おおむね達成できた Ｃ：達成できなかった

Ｂ




